
水銀気圧計の誤差と100分位の読取りについて

　　　　η（△Pc）＝Ση（△β）・η（△CSTσ）　　　（26）

である．こ』で，Σは（25）を満足する△．8と△CSTσの

組合わせのすべてについての和をとる．表2の値を（26）

に入れて求めた結果を表5に示してある．

　△・P。の標準偏差δP。は

　　　　　　（δLP。）2＝Σ（△♪。）2η（△」P，）

から求められる．表5を用いて

　　　　　　　　　δP，＝0．041mb

を得る．すなわち，mb目盛の気圧計を10分位まで読み

とり，各補正をまとめて四捨五入し，10分位までの数に

して補正すれば，その四捨五入による誤差はα04mbに

なる．

　4・　む　す　び

　これまでのところを要約すれば，

（α）現用のフォルタン気圧計の測定誤差は0．04mbで

　　　ある，この値はmb目盛の気圧計でも同じである．

（δ）現行の観測法によってmmHgをmbに換算す

　　　るとき，四捨五入によって導入される計算誤差は

　　　0．03～0．05mbである．

（6）mb目盛のフォルタン気圧計を10分位まで読みと

　　　り，器差補正，温度補正，重力補正を一つにまと

　　　めて補正すれば，四捨五入による誤差はα04mb

　　　となる．

　以上から，現在得られている気圧の誤差は

　　　　　γ〆（0．04）2十（0．03）2＝（瓦05mb

ないし

91

　　　　　席／（0．04）2十（0．05ア＝0・06mb

であるのに対して，mb目盛の気圧計を10分位まで読み

とり，一つにまとめた補正をする場合の誤差は

　　　　　席／（0．04）2十（0．04）2＝0・06mb

となって，測定の精度に差はない．現行の手順では，3

回の和と1回の換算を要するのに対して，新しい方法で

はたず1回の和をとるだけでよい．その上，100分位の

読みとりと計算とが不要になるので，観測は容易にな

り，計算も少くてすむ．

　終りに，この問題について貴重な御教示を賜った吉武

先生に深い感謝をさ』げる．
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｝／一ノ肋、ノ、

気象の英語（55）

　38．関係代名詞のas

Stratusasseenatthet・P・fMt．FujiとVちよ

うな文によく出くわすが，この中のasはどういう意味

でしようか・よく間違えるめは黛富士山頂から見られる

ような”とか、富士山頂から見たままの”というような

訳をつけることである．asにはそういう意味もないわ

けではないが，上例のasは関係代名詞と見るのがほん

とうらしい・C・0・D・によると，関係代名詞の例に，

He　was　a　foreigner，as（which　fact）they　perceived

1961年3月

frQm　his　accent・がのっている訳をつけると，履は外

人だった，それは彼のアクセントでわかったのだが〃で

ある．最初の例の意味は，　、富士山頂から見た層雲〃で

ある・では，stratusseenatthetopofMt．Fuiiと

の違いはどうか，ということになるが，as　seenの方は

、層雲・富士山頂から見たものだが”という気持ちであ

ろう・もう一つ例をあげ』れば，the　eye　of　the　typhoon，

as　determined（identi且ed）by　radar一台風の眼，レダ

ーできめられた（確認された）ものだが．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（有住直介）
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